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【研究目的】

日本海新潟沖で発達しているガスハイドレート帯では，ポックマークと呼ばれる巨大なくぼみ

地形が発達している．また，潜水調査によって，浮力が水よりも軽いガスハイドレートの発達に

よって，堆積物が持ち上げられていると思われる地形がみられている．ガスハイドレートの発達

と海底地形の変化の関連を確認するため，メタンが豊富な地域で形成されるメタン由来炭酸塩ノ

ジュールの形成過程を研究することによって，仮説を確かめることを研究目的とする．そのため

に，メタン由来炭酸塩ノジュールの炭酸塩含有量の変化に注目した．ガスハイドレートの発達と

海底地形の変化の関連，および，ノジュールのU/Th年代から予想されている海水準変動とメタン

フラックスの変化の関係を詳細にすることによって，ガスハイドレートの長期的な挙動が明らか

になり，今後の資源開発への貢献が期待される．

【利用・研究実施内容】

炭酸塩試料から作成した，50程の粉末試料を分析した結果，炭酸塩ノジュールの炭酸塩含有量

は，65～86w%と幅を持っていることがわかった．これらの炭酸塩は，海底堆積物の孔隙をアラゴ

ナイトまたはカルサイトが埋めたと考えられる．これらの炭酸塩含有量から，水，海水，カルサ

イト，アラゴナイトの密度（1.0，1.02，2.71，2.83）を用いて，炭酸塩が孔隙を埋める前の水の

量を計算し，もともとの含水率を計算した．カルサイトとアラゴナイトが混在している試料につ

いては，それぞれの密度の中間値である2.77を用いた．炭酸塩含有量がNw％の試料は，N％がも

ともと間隙水だった部分，100-N％が堆積物の占める割合であるので，もともとの間隙水と堆積物

の重量比は，N×間隙水の密度/炭酸塩の密度 : 100-N，と計算される．間隙水を乾燥させる際，間

隙水中の塩分は蒸発せず，水分子と溶存しているガスが蒸発するので，蒸発する水分の密度をほ

ぼ1.0とし，もともとの間隙水と蒸発する水分の重量比は，N×間隙水の密度/炭酸塩の密度 : N×

水の密度/炭酸塩の密度，と計算される．

　これらの関係式から，炭酸塩がセメントする前の含水率を計算した結果，これらの炭酸塩ノジュー

ルは，もともと含水率が41～68％の堆積物を固結させたものであることが見積もられた．これら

の値は，ピストンコアやROVによって回収された今日の同地域の堆積物の含水率と比較すると，

海底面付近から海底面下5メートル以内にかけての浅い深度の含水率と合致することがわかった．

これらの炭酸塩ノジュールの一部はU/Th年代から，最終氷期あたりに形成されたことが分かって

いる．そして，同地域の特異的な火山灰層の年代から，この地域の堆積速度も求められており，

今日の海底面付近から回収されているという事実と矛盾していることがわかり，仮説として考え

ている「ガスハイドレートの発達による堆積物の撹乱」の証拠としてあげられる可能性があるこ

とがわかった．

　ノジュールが埋まっていた今日の深度と，炭酸塩含有量には相関がみられず，この事実も，ピ

ストンコア回収以前に，すでに堆積物の擾乱によって，ノジュールが形成したもともとの深度と

今日の深度が無関係になっていることを示す証拠としてあげられる可能性があることがわかった．

　また，同一の炭酸塩試料でも，分析用粉末試料を作成した場所によって違いがあるものが見ら

れたため，炭酸塩の形成途中で，おそらくは堆積物の擾乱と思われるが，孔隙率が変化したと考

えられる．今後は岩相，特に同時礫等，先にできた部分と後からできた部分との違いに注目する

ことで，ノジュール形成の際に起こった現象を明らかにしていける可能性がある．
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